（参考資料Ⅲ47-1 就業規則　総則）

	第１章  総  則

（目  的）

第１条  １  この就業規則（以下「規則という。」は、○○会社（以下「会社」という。）の従業員の労働条件、服務規律、その他の就業に関する事項を定めたものである。

        ２  この規則に定めのない事項については、労働基準法その他の法令の定めるところによる。

（適用範囲）

第２条    この規則は、第２章で定める手続きにより採用されたすべての従業員に適用する。ただし、パートタイマー、嘱託である従業員について別段の定めをしたときは、その定めによる。

（従業員の定義）

第３条　１　この規則で従業員とは、第２章に定める規定により採用され会社の業務に従事する者すべてを言う。

２　従業員を正職員、パートタイマー、嘱託に区分し、次のように定義する。

　　　　　①正職員

正職員とは、１週間に４０時間勤務する者をいう。

　　　　　②パートタイマー

パートタイマーとは、１週間の所定労働時間が正職員に比べて短い者をいう。

　　　　　③嘱託

　　　　　　嘱託とは、定年後再雇用された者、又は定年年齢を超えた年齢で新たに雇用された者をいう。
（規則の遵守）

第４条　会社及び従業員は、ともにこの規則を守り、相協力して社業の発展に努めなければならない。




